
数学Ⅱ・数学Ｂ
問 題 選 択 方 法

第１問 必 答

第２問 必 答

第３問 �
�
�
�
�
�
�
�

いずれか�問を選択し，

解答しなさい。
第４問

第５問

― １９ ― （２７０５―１９）



第１問 （必答問題）（配点 ３０）

〔�〕

 log１０１０＝ ア である。また，log１０�，log１０１５をそれぞれ log１０�

と log１０�を用いて表すと

log１０�＝ イ log１０�＋ ウ

log１０１５＝ エ log１０�＋ log１０�＋ オ

となる。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

（注）この科目には，選択問題があります。（１９ページ参照。）数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２０ ― （２７０５―２０）



 太郎さんと花子さんは，１５２０について話している。

以下では，log１０�＝０．３０１０，log１０�＝０．４７７１とする。

太郎：１５２０は何桁の数だろう。

花子：１５の２０乗を求めるのは大変だね。log１０１５２０の整数部分に着目

してみようよ。

log１０１５２０は

カキ ＜ log１０１５２０＜ カキ ＋�

を満たす。よって，１５２０は クケ 桁の数である。

太郎：１５２０の最高位の数字も知りたいね。だけど，log１０１５２０の整数

部分にだけ着目してもわからないな。

花子：N・１０
カキ

＜１５２０＜（N＋�）・１０
カキ

を満たすような正

の整数 Nに着目してみたらどうかな。

log１０１５２０の小数部分は log１０１５２０－ カキ であり

log１０ コ ＜ log１０１５２０－ カキ ＜ log１０�� コ ＋���

が成り立つので，１５２０の最高位の数字は サ である。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２１ ― （２７０５―２１）



〔�〕 座標平面上の原点を中心とする半径�の円周上に�点 P（cos θ，sin θ），

Q（cos α，sin α），R（cos β，sin β）がある。ただし，�≦ θ＜ α＜ β＜�π

とする。このとき，sと tを次のように定める。

s＝ cos θ＋ cos α＋ cos β， t＝ sin θ＋ sin α＋ sin β

 �PQRが正三角形や二等辺三角形のときの sと tの値について考察しよ

う。

考察 １

�PQRが正三角形である場合を考える。

この場合，α，βを θで表すと

α＝ θ＋
シ

� π，β＝ θ＋
ス

� π

であり，加法定理により

cos α＝ セ ，sin α＝ ソ

である。同様に，cos βおよび sin βを，sin θと cos θを用いて表すこと

ができる。

これらのことから，s＝ t＝ タ である。

セ ， ソ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� �
� sin θ＋

��
� cos θ � ��

� sin θ＋
�
� cos θ

	 �
� sin θ－

��
� cos θ 
 ��

� sin θ－
�
� cos θ

� －
�
� sin θ＋

��
� cos θ � － ��

� sin θ＋
�
� cos θ

 －
�
� sin θ－

��
� cos θ � － ��

� sin θ－
�
� cos θ

（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２２ ― （２７０５―２２）



考察 ２

�PQRが PQ＝ PRとなる二等辺三角形である場合を考える。

例えば，点 Pが直線 y＝ x上にあり，点 Q，Rが直線 y＝ xに関して対

称であると き を 考 え る。こ の と き，θ＝
π

� で あ る。ま た，αは

α＜
�
� π，βは

�
� π＜ βを 満 た し，点 Q，Rの 座 標 に つ い て，

sin β＝ cos α，cos β＝ sin αが成り立つ。よって

s＝ t＝
� チ

ツ
＋ sin α＋ cos α

である。

ここで，三角関数の合成により

sin α＋ cos α＝� テ sin
�
�α＋

π

ト

�
�

である。したがって

α＝
ナニ

１２
π，β＝

ヌネ

１２
π

のとき，s＝ t＝	である。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２３ ― （２７０５―２３）



 次に，sと tの値を定めたときの θ，α，βの関係について考察しよう。

考察 ３

s＝ t＝�の場合を考える。

この場合，sin２ θ＋ cos２ θ＝�により，α と βについて考えると

cos α cos β＋ sin α sin β＝
ノハ

ヒ

である。

同様に，θと αについて考えると

cos θ cos α＋ sin θ sin α＝
ノハ

ヒ

であるから，θ，α，βの範囲に注意すると

β－ α＝ α－ θ＝
フ

ヘ
π

という関係が得られる。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第１問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２４ ― （２７０５―２４）



 これまでの考察を振り返ると，次の�～�のうち，正しいものは

ホ であることがわかる。

ホ の解答群

� �PQRが正三角形ならば s＝ t＝�であり，s＝ t＝�ならば

�PQRは正三角形である。

� �PQRが正三角形ならば s＝ t＝�であるが，s＝ t＝�であっ

ても�PQRが正三角形でない場合がある。

� �PQRが正三角形であっても s＝ t＝�でない場合があるが，

s＝ t＝�ならば�PQRは正三角形である。

� �PQRが正三角形であっても s＝ t＝�でない場合があり，

s＝ t＝�であっても�PQRが正三角形でない場合がある。

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２５ ― （２７０５―２５）



第２問 （必答問題）（配点 ３０）

〔�〕 aを実数とし，f（x）＝（x－ a）（x－�）とおく。また，F（x）＝ �
�

�

f（ t）dt

とする。

 a＝�のとき，F（x）は x＝ ア で極小になる。

 a＝ イ のとき，F（x）はつねに増加する。また，F（�）＝ ウ

であるから，a＝ イ のとき，F（�）の値は エ である。

エ の解答群

� � � 正 � 負

（数学Ⅱ・数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２６ ― （２７０５―２６）



 a＞ イ とする。

bを実数とし，G（x）＝ �
�

�

f（ t）dtとおく。

関数 y＝ G（x）のグラフは，y＝ F（x）のグラフを オ 方向に

カ だけ平行移動したものと一致する。また，G（x）は x＝ キ

で極大になり，x＝ ク で極小になる。

G（b）＝ ケ であるから，b＝ キ のとき，曲線 y＝ G（x）と

x軸との共有点の個数は コ 個である。

オ の解答群

� x軸 � y軸

カ の解答群

� b � － b � F（b）

� － F（b） � F（－ b） � － F（－ b）

（数学Ⅱ・数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２７ ― （２７０５―２７）



〔�〕 g（x）＝�x�（x＋�）とおく。

点 P（－�，�）を通り，傾きが cの直線を lとする。g′（－�）＝ サ

であるから，�＜ c＜ サ のとき，曲線 y＝ g（x）と直線 lは�点で交

わる。そのうちの�点は Pであり，残りの�点を点 Pに近い方から順に

Q，Rと す る と，点 Qの x座 標 は シス で あ り，点 Rの x座 標 は

セ である。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第２問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２８ ― （２７０５―２８）



また，�＜ c＜ サ のとき，線分 PQと曲線 y＝ g（x）で囲まれた図

形の面積を Sとし，線分 QRと曲線 y＝ g（x）で囲まれた図形の面積を Tと

すると

S＝
ソ c３＋ タ c２－ チ c＋１

ツ

T＝ c
テ

である。

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ２９ ― （２７０５―２９）



第３問 （選択問題）（配点 ２０）

以下の問題を解答するにあたっては，必要に応じて３３ページの正規分布表を

用いてもよい。

ある大学には，多くの留学生が在籍している。この大学の留学生に対して学習

や生活を支援する留学生センターでは，留学生の日本語の学習状況について関心

を寄せている。

 この大学では，留学生に対する授業として，以下に示す三つの日本語学習

コースがある。

初級コース：�週間に１０時間の日本語の授業を行う

中級コース：�週間に�時間の日本語の授業を行う

上級コース：�週間に�時間の日本語の授業を行う

すべての留学生が三つのコースのうち，いずれか一つのコースのみに登録す

ることになっている。留学生全体における各コースに登録した留学生の割合

は，それぞれ

初級コース：２０％，中級コース：３５％，上級コース： アイ ％

であった。ただし，数値はすべて正確な値であり，四捨五入されていないもの

とする。

この留学生の集団において，一人を無作為に抽出したとき，その留学生が�

週間に受講する日本語学習コースの授業の時間数を表す確率変数を Xとす

る。Xの平均（期待値）は
ウエ

� であり，Xの分散は
オカ

２０
である。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３０ ― （２７０５―３０）



次に，留学生全体を母集団とし，a人を無作為に抽出したとき，初級コース

に登録した人数を表す確率変数を Yとすると，Yは二項分布に従う。このと

き，Yの平均 E（Y）は

E（Y）＝
キ

ク

である。

また，上級コースに登録した人数を表す確率変数を Zとすると，Zは二項分

布に従う。Y，Zの標準偏差をそれぞれ σ（Y），σ（Z）とすると

σ（Z）
σ（Y）

＝
ケ �コサ

シ

である。

ここで，a＝１００としたとき，無作為に抽出された留学生のうち，初級コー

スに登録した留学生が２８人以上となる確率を pとする。a＝１００は十分大き

いので，Yは近似的に正規分布に従う。このことを用いて pの近似値を求める

と，p＝ ス である。

ス については，最も適当なものを，次の�～�のうちから一つ選べ。

� ０．００２ � ０．０２３ � ０．２２８

� ０．４７７ � ０．４８０ � ０．９７７

（数学Ⅱ・数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３１ ― （２７０５―３１）



 ４０人の留学生を無作為に抽出し，ある�週間における留学生の日本語学習

コース以外の日本語の学習時間（分）を調査した。ただし，日本語の学習時間は

母平均m，母分散 σ２の分布に従うものとする。

母分散 σ２を６４０と仮定すると，標本平均の標準偏差は セ となる。

調査の結果，４０人の学習時間の平均値は１２０であった。標本平均が近似的

に正規分布に従うとして，母平均mに対する信頼度９５％の信頼区間を

C１≦m≦ C２とすると

C１＝ ソタチ ． ツテ ，C２＝ トナニ ． ヌネ

である。

 の調査とは別に，日本語の学習時間を再度調査することになった。そこ

で，５０人の留学生を無作為に抽出し，調査した結果，学習時間の平均値は１２０

であった。

母分散 σ２を６４０と仮定したとき，母平均 mに対する信頼度９５％の信頼区

間を D１≦m≦ D２とすると， ノ が成り立つ。

一方，母分散 σ２を９６０と仮定したとき，母平均mに対する信頼度９５％の

信頼区間を E１≦m≦ E２とする。このとき，D２－ D１＝ E２－ E１となるため

には，標本の大きさを５０の ハ ． ヒ 倍にする必要がある。

ノ の解答群

� D１＜ C１かつ D２＜ C２ � D１＜ C１かつ D２＞ C２

� D１＞ C１かつ D２＜ C２ � D１＞ C１かつ D２＞ C２

（数学Ⅱ・数学Ｂ第３問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３２ ― （２７０５―３２）



正 規 分 布 表

y

zz　0O

次の表は，標準正規分布の分布曲線における右図の灰

色部分の面積の値をまとめたものである。

z０ ０．００ ０．０１ ０．０２ ０．０３ ０．０４ ０．０５ ０．０６ ０．０７ ０．０８ ０．０９

０．０ ０．００００ ０．００４０ ０．００８０ ０．０１２０ ０．０１６０ ０．０１９９ ０．０２３９ ０．０２７９ ０．０３１９ ０．０３５９

０．１ ０．０３９８ ０．０４３８ ０．０４７８ ０．０５１７ ０．０５５７ ０．０５９６ ０．０６３６ ０．０６７５ ０．０７１４ ０．０７５３

０．２ ０．０７９３ ０．０８３２ ０．０８７１ ０．０９１０ ０．０９４８ ０．０９８７ ０．１０２６ ０．１０６４ ０．１１０３ ０．１１４１

０．３ ０．１１７９ ０．１２１７ ０．１２５５ ０．１２９３ ０．１３３１ ０．１３６８ ０．１４０６ ０．１４４３ ０．１４８０ ０．１５１７

０．４ ０．１５５４ ０．１５９１ ０．１６２８ ０．１６６４ ０．１７００ ０．１７３６ ０．１７７２ ０．１８０８ ０．１８４４ ０．１８７９

０．５ ０．１９１５ ０．１９５０ ０．１９８５ ０．２０１９ ０．２０５４ ０．２０８８ ０．２１２３ ０．２１５７ ０．２１９０ ０．２２２４

０．６ ０．２２５７ ０．２２９１ ０．２３２４ ０．２３５７ ０．２３８９ ０．２４２２ ０．２４５４ ０．２４８６ ０．２５１７ ０．２５４９

０．７ ０．２５８０ ０．２６１１ ０．２６４２ ０．２６７３ ０．２７０４ ０．２７３４ ０．２７６４ ０．２７９４ ０．２８２３ ０．２８５２

０．８ ０．２８８１ ０．２９１０ ０．２９３９ ０．２９６７ ０．２９９５ ０．３０２３ ０．３０５１ ０．３０７８ ０．３１０６ ０．３１３３

０．９ ０．３１５９ ０．３１８６ ０．３２１２ ０．３２３８ ０．３２６４ ０．３２８９ ０．３３１５ ０．３３４０ ０．３３６５ ０．３３８９

１．０ ０．３４１３ ０．３４３８ ０．３４６１ ０．３４８５ ０．３５０８ ０．３５３１ ０．３５５４ ０．３５７７ ０．３５９９ ０．３６２１

１．１ ０．３６４３ ０．３６６５ ０．３６８６ ０．３７０８ ０．３７２９ ０．３７４９ ０．３７７０ ０．３７９０ ０．３８１０ ０．３８３０

１．２ ０．３８４９ ０．３８６９ ０．３８８８ ０．３９０７ ０．３９２５ ０．３９４４ ０．３９６２ ０．３９８０ ０．３９９７ ０．４０１５

１．３ ０．４０３２ ０．４０４９ ０．４０６６ ０．４０８２ ０．４０９９ ０．４１１５ ０．４１３１ ０．４１４７ ０．４１６２ ０．４１７７

１．４ ０．４１９２ ０．４２０７ ０．４２２２ ０．４２３６ ０．４２５１ ０．４２６５ ０．４２７９ ０．４２９２ ０．４３０６ ０．４３１９

１．５ ０．４３３２ ０．４３４５ ０．４３５７ ０．４３７０ ０．４３８２ ０．４３９４ ０．４４０６ ０．４４１８ ０．４４２９ ０．４４４１

１．６ ０．４４５２ ０．４４６３ ０．４４７４ ０．４４８４ ０．４４９５ ０．４５０５ ０．４５１５ ０．４５２５ ０．４５３５ ０．４５４５

１．７ ０．４５５４ ０．４５６４ ０．４５７３ ０．４５８２ ０．４５９１ ０．４５９９ ０．４６０８ ０．４６１６ ０．４６２５ ０．４６３３

１．８ ０．４６４１ ０．４６４９ ０．４６５６ ０．４６６４ ０．４６７１ ０．４６７８ ０．４６８６ ０．４６９３ ０．４６９９ ０．４７０６

１．９ ０．４７１３ ０．４７１９ ０．４７２６ ０．４７３２ ０．４７３８ ０．４７４４ ０．４７５０ ０．４７５６ ０．４７６１ ０．４７６７

２．０ ０．４７７２ ０．４７７８ ０．４７８３ ０．４７８８ ０．４７９３ ０．４７９８ ０．４８０３ ０．４８０８ ０．４８１２ ０．４８１７

２．１ ０．４８２１ ０．４８２６ ０．４８３０ ０．４８３４ ０．４８３８ ０．４８４２ ０．４８４６ ０．４８５０ ０．４８５４ ０．４８５７

２．２ ０．４８６１ ０．４８６４ ０．４８６８ ０．４８７１ ０．４８７５ ０．４８７８ ０．４８８１ ０．４８８４ ０．４８８７ ０．４８９０

２．３ ０．４８９３ ０．４８９６ ０．４８９８ ０．４９０１ ０．４９０４ ０．４９０６ ０．４９０９ ０．４９１１ ０．４９１３ ０．４９１６

２．４ ０．４９１８ ０．４９２０ ０．４９２２ ０．４９２５ ０．４９２７ ０．４９２９ ０．４９３１ ０．４９３２ ０．４９３４ ０．４９３６

２．５ ０．４９３８ ０．４９４０ ０．４９４１ ０．４９４３ ０．４９４５ ０．４９４６ ０．４９４８ ０．４９４９ ０．４９５１ ０．４９５２

２．６ ０．４９５３ ０．４９５５ ０．４９５６ ０．４９５７ ０．４９５９ ０．４９６０ ０．４９６１ ０．４９６２ ０．４９６３ ０．４９６４

２．７ ０．４９６５ ０．４９６６ ０．４９６７ ０．４９６８ ０．４９６９ ０．４９７０ ０．４９７１ ０．４９７２ ０．４９７３ ０．４９７４

２．８ ０．４９７４ ０．４９７５ ０．４９７６ ０．４９７７ ０．４９７７ ０．４９７８ ０．４９７９ ０．４９７９ ０．４９８０ ０．４９８１

２．９ ０．４９８１ ０．４９８２ ０．４９８２ ０．４９８３ ０．４９８４ ０．４９８４ ０．４９８５ ０．４９８５ ０．４９８６ ０．４９８６

３．０ ０．４９８７ ０．４９８７ ０．４９８７ ０．４９８８ ０．４９８８ ０．４９８９ ０．４９８９ ０．４９８９ ０．４９９０ ０．４９９０

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３３ ― （２７０５―３３）



第４問 （選択問題）（配点 ２０）

〔�〕 自然数 nに対して，Sn＝５n－�とする。さらに，数列｛an｝の初項から

第 n項までの和が Snであるとする。このとき，a１＝ ア である。ま

た，n≧�のとき

an＝ イ ・ ウ
n－１

である。この式は n＝�のときにも成り立つ。

上で求めたことから，すべての自然数 nに対して

�
���

� �
ak
＝

エ

オカ

�
��－ キ

－n�
�

が成り立つことがわかる。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３４ ― （２７０５―３４）



し

〔�〕 太郎さんは和室の畳を見て，畳の敷き方が何通りあるかに興味を持った。

ちょうど手元にタイルがあったので，畳をタイルに置き換えて，数学的に考

えることにした。

縦の長さが�，横の長さが�の長方形のタイルが多数ある。それらを縦か
すき ま

横の向きに，隙間も重なりもなく敷き詰めるとき，その敷き詰め方をタイル

の「配置」と呼ぶ。

3
1

2

2　n
R　n

上の図のように，縦の長さが�，横の長さが�nの長方形を Rnとする。

�n枚のタイルを用いた Rn内の配置の総数を rnとする。

n＝�のときは，下の図のように r１＝�である。

また，n＝�のときは，下の図のように r２＝１１である。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３５ ― （２７０５―３５）



 太郎さんは次のような図形 Tn内の配置を考えた。

3

2　n

2　n　＋1

T　n

（�n＋�）枚のタイルを用いた Tn内の配置の総数を tnとする。n＝�

のときは，t１＝ ク である。

すみ

さらに，太郎さんは Tn内の配置について，右下隅のタイルに注目して

次のような図をかいて考えた。

2　n

2　n　－2

この図から，�以上の自然数 nに対して

tn＝ Arn＋ Btn－１

が成り立つことがわかる。ただし，A＝ ケ ，B＝ コ である。

以上から，t２＝ サシ であることがわかる。

（数学Ⅱ・数学Ｂ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３６ ― （２７０５―３６）



同様に，Rnの右下隅のタイルに注目して次のような図をかいて考え

た。

上下を入れ替えれば
一致する

2　n

2　n　－2

2　n　－2

この図から，�以上の自然数 nに対して

rn＝ Crn－１＋ Dtn－１

が成り立つことがわかる。ただし，C＝ ス ，D＝ セ である。

 畳を縦の長さが�，横の長さが�の長方形とみなす。縦の長さが�，横

の長さが�の長方形の部屋に畳を敷き詰めるとき，敷き詰め方の総数は

ソタ である。

また，縦の長さが�，横の長さが�の長方形の部屋に畳を敷き詰めると

き，敷き詰め方の総数は チツテ である。

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３７ ― （２７０５―３７）



第５問 （選択問題）（配点 ２０）

Oを原点とする座標空間に�点 A（－�，�，�），B（�，p，q）がある。ただ

し，q＞�とする。線分 ABの中点 Cから直線 OAに引いた垂線と直線 OAの交

点 Dは，線分 OAを�：�に内分するものとする。また，点 Cから直線 OBに

引いた垂線と直線 OBの交点 Eは，線分 OBを�：�に内分するものとする。

 点 Bの座標を求めよう。

��
��
OA��

２
＝ ア である。また，

��
OD＝

イ

ウエ

��
OAであることにより，

��
CD＝

オ

カ

��
OA－

キ

ク

��
OBと表される。

��
OA⊥

��
CDから

��
OA・

��
OB＝ ケ ………………………… 

である。同様に，
��
CEを

��
OA，

��
OBを用いて表すと，

��
OB⊥

��
CEから

��
��
OB��

２
＝２０ ………………………… 

を得る。

と，および q＞�から，Bの座標は���， コ ，� サ 	

であ

る。
（数学Ⅱ・数学Ｂ第５問は次ページに続く。）

第３問～第５問は，いずれか２問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３８ ― （２７０５―３８）



 �点 O，A，Bの定める平面を α とし，点（�，�，－��）を Gとする。ま

た，α上に点 Hを
��
GH⊥

��
OAと

��
GH⊥

��
OBが成り立つようにとる。

��
OHを

��
OA，

��
OBを用いて表そう。

Hが α上にあることから，実数 s，tを用いて
��
OH＝ s

��
OA＋ t

��
OB

と表される。よって

��
GH＝ シ

��
OG＋ s

��
OA＋ t

��
OB

である。これと，
��
GH⊥

��
OA および

��
GH⊥

��
OB が成り立つことから，

s＝
ス

セ
，t＝

ソ

タチ
が得られる。ゆえに

��
OH＝

ス

セ

��
OA＋

ソ

タチ

��
OB

となる。また，このことから，Hは ツ であることがわかる。

ツ の解答群

� 三角形 OACの内部の点

� 三角形 OBCの内部の点

� 点 O，Cと異なる，線分 OC上の点

� 三角形 OABの周上の点

	 三角形 OABの内部にも周上にもない点

数学Ⅱ・数学Ｂ

― ３９ ― （２７０５―３９）


